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母乳育児を介する親子の絆の持つ意味

吉永宗義（日本赤＋字九州国際看護大学看護学音B）

1．はじめに

　日本における母乳育児の現状は徐々にではあるが

着実に改善している。1か月時での完全母乳育児率は

昭和55年の乳幼児栄養調査から40％台を超えることな

く，平成17年度では42．4％であったが，平成22年度で

は51．6％となり3か月時点でも50％以上が維持されて

いる1）。さらに厚生労働省は平成26年度に向けて60％ま

で改善するような数値目標もあげている。また，平成

19年に厚生労働省が作成した「授乳・離乳の支援ガイ

ド」2）の基本的な考え方には，「健やかな母子・親子関

係の形成を促す」ことが述べられており，授乳を通し

て赤ちゃんの心と体を育むことを促している。母乳育

児支援にかかわる者は，母乳育児率を上げることが最

終的な目的ではなく，その結果もたらされる心身の健

康も目指しているが，新生児死亡率が世界でトップク

ラスになった日本では身体的な健康問題もさることな

がら，支援ガイドにあるように母子・親子関係の形成

を促すことが望まれている。つまり母乳育児を医療の

側面から見るのではなく，一人の人間を育てる視点，

すなわち日常の営みとしての視点からとらえることが

必要とされている。

　山内逸郎は新生児医療の領域では，経皮酸素分圧モ

ニターの臨床への導入や経皮ビリルビンメーターの作

成によるless　invasive　careに貢献したが，生涯の取

り組みとして母乳育児支援が知られ，母乳育児を“生

物学的当為”であるといい，ヒトが人間になるための

基本的な信頼関係を形成すると述べている3）。この意

味を小児保健に携わる者は理解しなければならない。

ll．母乳育児の現状

　WHO／UNICEFは1989年に「母乳育児成功のため

の10力条」を提唱し，世界のすべての分娩施設がこの

10力条を遵守することを要請した4）。最初のL2，3

条は母乳育児の教育に関する条項であり，事業を始め

るにあたり組織としての意思統一と，対象に理解させ

ることを求めている。同時に，施設の現場で母乳育児

を支援する具体的方法として，第7条に終日赤ちゃん

とお母さんが一緒にいるようにすること，第8条に赤

ちゃんが欲しがるときにはいつでも授乳をさせられる

ようにすることを求めている。この10力条が制定され

る背景には，世界的な運動戦略の目的として，乳児の

生存率の改善をあげるために，生後6か月間は完全に

母乳だけで育てられることがあげられる。

　日本においては，2011年の日本小児科学会雑誌に，「小

児科医と母乳育児推進」という特集が組まれている5）。

この論文には母乳育児支援，それから，母子の健康と

母乳育児，あるいは母乳育児を行えない理由と対応と

いうような言葉が入ってきているように，母乳育児の

「支援」という考え方が明確に打ち出されている。

　また前述したように，「健やか親子21」のそれまで

の取り組みを踏まえ，平成26年度に向けて生後1か月

児の母乳育児率を現状の43．8％から60％まで引き上げ

るという数値目標が設定された。60％というのは，過

半数であり母乳育児をやっている人たちが標準の育児

方法であることを示すということになる。

　ところが，母乳育児率は，地域によってはいまだに

低いところがある。その理由にはいろいろあるが，一
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つには現代のお母さんたちの母乳育児に対して抱えて

いる不安があげられる。家族の形態として核家族化が

進んできており，家庭内での育児を支援する家族も少

なく，支援が期待できる祖父母との意見の対立もある。

また父親にしても，十分な育児休業をとることや育児

支援をできずにいる。このような家庭環境にある母子

を，医療者が育児支援のプロとしてどのように支援し

ていくかということが重要である。その支援の一環と

して，「母乳育児成功のための10力条」を遵守するこ

とが求められているのである。しかし，医療施設側に

も，産科医や分娩施設が減少し医療が集約化されて，

在院日数も短くなり，医療を効率化するということも

求められるようになった。本来事業というものは，効

率性と，有効性というもののバランスによって運営さ

れており，効率を目指せば財政的基盤がしっかりする

が，本質的に大切なものすなわち有効性を見失う可能

性がある。有効性ばかりを追い求めていると経営がで

きない。病院運営（経営）も同様である。また，医療

現場で求められる問題に安全性があげられる。育児，

あるいは分娩というのは，本来自然の営みとして行わ

れるものであって，医療が介入するものではなかった

が，多くの分娩とそれに引き続く最初の育児支援を医

療機関で扱う以上，安全性を担保することが求められ

ている。そのために過剰な医療介入も容認される傾向

がみられる。しかし，安全という名目のもとで自然の

営みが阻害されることがないように配慮しなければな

らない。

　「母乳育児成功のための10力条」を遵守している施

設は，赤ちゃんにやさしい病院（Baby　Friendly　Hos－

pital，　BFH）の認定を受けているが，　BFHの認定を受

けている病院が多い地域では母乳育児率が高いことも

わかっている。BFHの施設だけで地域全体の母乳育

児率が高くなるわけではなく，その施設を中心として

地域の分娩施設が母乳育児を推進する意識を持ってい

ると考える。これは，分娩施設の母乳育児支援への取

り組みの在り様が影響することを示しており，医療者

の責任の大きさを意味している。

皿．母乳育児をすすめる活動の意味とは

　乳幼児死亡率が世界でトップクラスの本邦におい

て，なぜ母乳育児をすすめなければならないのであろ

うか。医療者に限らず多くの母親は栄養学的な面，疾

病予防の面，健康の面など多くの面で母乳が優れてい
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ることを知っている。また，母子関係や子どもの発達，

虐待の予防などの面でも好影響がある。しかし，母乳

で育てるのは哺乳動物として当然のことだからといっ

て，当然できるはずの母乳育児ができないと敗北感に

つながると言われる。母乳で育てると母子愛着が確立

するというと，母乳で育てないと母子愛着はできない

のか，ミルクでも十分できるではないかという反論も

受ける。それ以外でも母乳育児のメリットに対して，

個別例を取り出してよく反論される。このように母乳

の良し悪しで母乳育児の意義を伝えても十分とはいえ

ない。しかし母乳育児の推進に対して否定的意見を聞

くことはない。

　経営の戦略論にはM（Mission），　O（Objectives），

G（Goal），　S（Strategy），　T（Tactics）という段階

がある6）。この戦略論は経営だけでなく，いろいろな

事業にも適用できる。そこで，母乳育児支援活動に当

てはめてみると，WHO／UNICEFは，乳児死亡率を

改善するという目標（Objectives）を達成するには母

乳栄養率を上げればうまくいくという目的（Goal）を

設定し，その母乳栄養率を上げるためのBFHを認定

するという戦略（Strategy）をたて，そのBFHを認

定するための戦術（Tactics）として，10力条を制定

したと私は考えている。ではMissionは何であろう

か。今WHO／UNICEFのMissionは措く。乳児死亡

率が世界でトップとなった日本においての母乳育児の

Missionを考えるとき，私は「人を育てる」ことであ

ると考えている。「人を育てる」，すなわち育児の目的

には，発育を促す，疾病を予防する，そして社会生活

を行うためのしつけや教育を行うことがあり，さらに

人を愛することを教えることが重要である。

　これらの育児の目的を達成するには，まず人という

存在の特徴を知る必要がある。ヒト（ホモ・サピエン

ス）は二足直立歩行をし，道具，言葉を使う。そして

家族を形成する。家族という単位を構成する条件とし

て，①永続的なオスとメスのつながり，②配偶者間に

経済的分業が存在すること，③インセストタブー（近

親相姦がタブー）になっていること，④外婚制（エク

ソガミー）が存在すること，⑤近隣関係を持つことな

どがあげられる7）が，これらの条件を満たす動物は人

間しかいない。

IV．家族の形成にかかわる母乳育児

L・マルグリスが『ミクロコスモス』の中で進化に
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おける共生説を紹介している8）。地球の歴史というの

は，約46億年で，生命が誕生したのは約30数億年前で

ある。この間地球上において共生するということは進

化をするうえでの戦略であり，地球上のすべての生命

が，地球そのもの（地球も大きな意味での生命体）と

共生しているといっても過言ではない。しかし，人間

においてのその基盤となるものは，家族の中でともに

生きることである。この家族はどのようにして形成さ

れるにいたったのであろうか。

　進化の過程ですべての種は子孫を残すための戦略を

とってきた。性というものも発展した。その結果哺乳

動物というのは，子宮の中で確実に子どもを成育させ

て，それから乳汁による養育をした。乳汁が必要とさ

れる理由として，恒温動物として哺乳動物は体温を高

めに設定しているが，そのためには水分が必要である

ことがあげられる。また，老廃物を尿素として尿中に

出していくという戦略をとったために，乳汁によって

十分な水分を与えて子どもたちを育てなければならな

くなったのであろう。

　さらに，人類の祖先であるサルは，恐竜が絶滅した

後，熱帯のジャングルの木の上で生活するようになっ

た。霊長類学者の河合は『森林がサルを生んだ』の中

で，熱帯のジャングルの木の上というのは，猛獣によっ

て襲われず食べ物が豊富にあるために，個体数が爆発

的に増えていく危険性があったため，人口抑制の戦略

ということをしなくてはならなくなったと述べてい

る9）。そのために，1回の妊娠で一人しか子どもを産

まなくし，妊娠期間を長くした。ヒトでは子宮内での

脳の発育が身体発育より大きく，経膣分娩を可能とす

るには脳が過大にならないように未熟な状態で子ども

を産むことになり，生まれた子どもは母親に依存しな

ければ生存できない。成長させるための授乳期間は長

くなり，その結果泌乳を維持するためのプロラクチン

は分泌され続けることによって，排卵の抑制すなわち

次の妊娠の機会が減少して人口増加が抑制される。結

果的に一人の子どもに対して長い育児期間が与えられ

ることになる。この間授乳をする度に子どもを抱くこ

とになる。母子間の基本的信頼関係はこの過程で形成

される。

　子どもの哲学の根本問題は，「存在」だと永井が述

べている1°）。存在を自覚することは，一人ではできな

い。他者の他者としての存在を自覚する必要がある。

すなわち他者とのコミュニケーションによって存在

小児保健研究

を自覚する。人間のコミュニケーションの特徴は，対

面的なコミュニケーション，見つめ合いである。チン

パンジーでは母子間の相互交渉があり，見つめ合いに

よって形成された自己と他者の関係である二項関係の

中で認知的に成長するが，自己，他者，物という三項

関係はみられないと報告されているll）。一方，人は，

見つめる，微笑むという，母子関係の中で二項関係が

成立し，赤ちゃん自身も母親に働きかけて指さしなど

を通して三項関係を積極的に構築しようとし，母親も

言葉かけによって言語の獲得にさまざまな手がかりを

与える。このような三項関係というのができていくと

いうのは人だけである。

　このようにして母子間の基本的な信頼関係による

コミュニケーションを発達させ，その結果母子関

係を基盤とした家族というものもでき上がる。ゴリ

ラの研究で有名な霊長類学者の山極が「家族進化論」

の中で，「自己犠牲を行うことによって自分が死んだ

としても子孫を増やすことにつながる。自分の命を

犠牲にしてでも自分の子どものために一生懸命働く

ということを親はやっていく。さらに，仲間に対す

る共感，これはコミュニケーションによってつくる

ことができる。そして，仲間への奉仕をし，道徳や

良心というものができ上がってくる，これが人間社

会の特徴だ」と述べている12）。山極は，この共感を生

み出す重要な因子として，人間の脳内にみられるミ

ラーニューロンの存在を指摘している。ミラーニュー

ロンは高等な霊長類にみられ，他者と同調して反応

することが知られている13）。

　人間ほど子どもを育て終わってからも長く生きる動

物というのはいない。それは子どもたちがたくさんに

なってくると，親だけではそれを支えきれず，まして

や母親だけでは支えきれない。まずは，父親の育児参

加が必要となる。その父親が子育てに参入することに

よって，母子だけの向社会的な行動というのが，オス

と子どもたち，そして年長の子どもたちの遊びの中で

拡大していき，結果として共感と同情を抱く機会が増

大することになる。しかし父親というのは，それなり

の資格が必要である。①単位集団に所属する雄で，②

単位集団の防衛にあたる，③単位集団の生活の維持の

ための経済的活動をする，④そして，そこにいる子ど

もが自分の子どもであるということを認識して子育て

に参加する。特に④の資質はゴリラや人間だけにみら

れ，家族の形成に重要な要素である。
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　今，コミュニケーションが変容してきて，上に述べ

たような家族というものが維持できなくなりつつある

という問題が出てきている。ソーシャルネットワーク

システムが進歩して何千キロも離れた人たちとコミュ

ニケーションがとれるようになってきた。これは，そ

れなりに拡がりがあるという意味ではいいのかもしれ

ない。しかし，家族という共感にあふれる人々の輪の

中で育ち，見返りを求めず，自分の成長のために大き

な犠牲を払って，尽くしてくれた人々の存在がないと

ころで生きていかなければならなくなる。

　さらに今後の人類の未来について考えてみると，レ

イ・カーッワイルは『ポスト・ヒューマン誕生』の中

で，近い未来にテクノロジーと人間の機能が融合する

時期に入って，その結果宇宙が覚醒すると言ってい

る14）。彼によれば，進化のような歴史的な成長曲線は

指数関数的曲線であって，特異点を過ぎると爆発的に

成長するようになっていく。地球はずっと進化してき

て，ある特異点のところに差しかかりつつあり，2040

年以降になってくると，人間の脳全てよりも計算でき

るようなコンピューターができてくるだろうと予想し

ている。これを「コンピューター　2045年問題」といい，

コンピューターが人類を超える日である。そこまでい

かずとも人間はそのまま存続して，コンピューターが

人間の機能を増強するネット社会として存続するかも

しれない。ネット社会というのは，視覚と聴覚が重要

で，触覚は要らない時代である。しかし，知的能力の

みでの判断は間違いが起こりやすく，発想も乏しくな

る。それに対して触覚のように全身で感じることによ

る判断は確実である。人が生存し続けるためには手で

触れる感覚や，体を動かすことによって作り出される

コミュニケーション感覚（調和）が必要である。もし，

コンピューター社会によってこのような感覚が失われ

れば家庭内の調和（家族の信頼関係）も失われる。

　鷲田は『「待つ」ということ』の中で，「育児という

のは，ひたすら待たずに待つこと，そして，待ってい

るということも忘れて待つこと，いつかわかってくれ

るということも願わずに待つこと，いつか待たれて

いたと気づかれることも期待せずに待つこと…とい

う“待たずに待つ”という営みなのかもしれない」と

言っているユ5）。これが究極の「待つ」である。看護師

は「傾聴する」という言葉をよく使うが，聴くために

はジッと「待つ」ことが求められる，そうすると患者

は自分の居場所を見つけ，自分でポツポッと話し始め
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る。その結果自分の心の中にあるものを自覚するよ

うになる。鷲田は同時に，「家族というものがときに

身を無防備にさらしたまま寄りかかれる存在であると

したら，この，期待というもののかけらすらなくなっ

ても，それでも自分が待たれているという感覚に根を

張っているからかもしれない。人は，待たれることが

自分の存在の最後の支えの一つになり得ることを知っ

ている」とも述べている。すなわち，自分を絶対的に

受け入れてくれる人がそこに存在することによって，

それを最後のよりどころとして人間は生きていくこと

ができる。

　先に母乳育児のMissionは「人を育てることだ」と

述べたが，母親が母親となり，赤ん坊がヒトという哺

乳動物から人という社会的存在となるように，見守り，

育てることだと考える。今まで多くの医療関係者は，

「母乳栄養」という言葉から「母乳育児」，そして「育

児を考えて支援しましょう」というように言ってきた。

しかし，まずは「育児」である。子どもをどう育てる

かが最も根源的な問題である。そのような視点から母

乳育児を見ていくと，母乳がいいから，母乳を飲ませ

ていると母子関係が確立するからということではなく

て，共感を持つことができる子どもを育てていくため

には，母乳育児が必要だということに気づく。

V．母乳育児の意義

　河合は『子どもと自然』という著書の中で“内なる

自然”という言葉を使っている7）。“内なる自然”とは，

「進化史を通じて，人類の存在の根本を形成している

諸形質のことをいい，系統発生的適応を通じて人間の

心性の奥深くに形成されているものである」と述べて

いる。この“内なる自然”というものが荒廃したら人

間は人間としての存在を失うことになる。“内なる自

然”こそ人間の人間たる根源的な形質であろう。生命

学者の中村は，母乳育児シンポジウムの特別講演「“生

きている”を見つめ“生きる”を考える」の中で，「生

きものが続くために，「早い」，「手抜き」はできない。

機械の世界は効率よさが重要だけれども，生き物の世

界は，プロセスが大事である。今の生き物は，全てゴ

キブリから何から全て38億年の歴史を持っている。便

利さの反対側で壊されていくものが，今，この社会の

中にある。外の自然が壊れれば心という体の中の自

然すなわち，“内なる自然”も壊れていく。母乳の

大事なところは赤ちゃんを抱っこして，ゆっくり飲ま
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せる以外ないというところである。そうすると本当の

意味の愛（philo）が生まれてくる」と述べている16）。

　さて，もう一度最初に戻って考える。私は母乳育児

の向かうところは，コミュニケーションを通して“内

なる自然”を醸成することだと考えている。体の成長

としての栄養や，心の成長のためだけではなく，母乳

育児が持っている「人間社会を守っていくことができ

る人を育てる」という有効性を忘れてはならない。

　抱くという言葉は，「手」偏に「包む」と書く。「包

む」は，子宮の中に胎児がいるということである。子

宮の中にいる子ども（胎児）は，暗くて静かなところで，

温かい羊水というお湯につかって子宮からやさしく包

まれて心地よく過ごしている。生まれた後は，腕によっ

て（手偏の示す意味）包まれ，抱かれることによって

その心地よさを感じる。母乳育児をすることは，一日

に何度も抱くことを繰り返すことになり，その度に赤

ちゃんに心地よさを与えて，お母さんが赤ちゃんを大

切に思っていることを頻回に伝えることになる。この

時に，対面的コミュニケーションが構築され，山内が

言っていた人間になるための基本的信頼関係が構築さ

れるのであろう。そして，これが“内なる自然”の根

源的なものであると考える。したがって，母乳を与え

ながらテレビを見たり，スマートフォンを扱っている

のは育児をしている姿ではない。残念ながら母乳分泌

が少なく，ミルクを哺乳瓶で与えていても，愛情をこ

めて赤ちゃんの目を見て声をかけながら栄養していれ

ば，立派な子育てである。母乳育児率が高いだけの病

院が“赤ちゃんにやさしい病院（BFH）”として認定

されるのではない。母乳育児がスムーズに行えるよう

に支援するだけでなく，母乳育児がうまくいかない人

をどう支援するかということが求められている。

　詩人谷川俊太郎の言葉に，「初め私は母親のからだ

の中にいた。私のからだと母親のからだは溶け合って

いた。その快さはおそらく今も消えることのない意識

下の記憶として，私のうちに残っている。私は母親の

からだから出て，私自身のからだをもったが，そのか

らだはともすると，母親のからだの中へ帰りたがっ

た」という文章がある17）。抱かれるという意味が伝わっ

てくるように思われる。鷲田が言っていた，「自分を

絶対的に受け入れてくれる人がそこに存在することに

よって，子どもたちというものが生きていける」とい

うことは，抱かれることによって実現できるように思

う。そして地球上での進化の結果，必然的に何度も何

小児保健研究

度も抱きながら母乳育児を行っている人間だからこ

そ，“内なる自然”を持ち続けることになると考える。
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